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ト
ビ

ツ
ク
ス

秋
も
深
ま
る
１１
月
１６

・
縁
日
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
ダ
ー
と
法
の
郷
公
園
を
主
会

場
に
、
い
き
い
き
ま
つ
り
２
０
２
４
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で

予
定
日
か
ら
３
週
間
遅
れ
で
し
た
が
、
地

域
の
皆
さ
ん
約
１
６
０
０
名
が
来
場
し
、

盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
に
感
謝
す
る
と
共
に
、
世
代
を
超
え

て
地
域
交
流
が
で
き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

法
の
郷
い
き
い
き
ま
つ
り
２
０
２
４

～
世
代
を
超
え
た
交
流
の
場
　
み
ん
な
で
育
て
る
法
の
郷
～

企
Ь
皐
障
鶴
～
・Ｙ

敬
老
会
で
心
和
む

秋
の
深
ま
り
を
感
じ
る
１１
月
１０
日
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
ダ
ー
に
８。
歳
以
上
の
高

齢
者
１
２
０
人
が
集
い
、
法
の
郷
女
性
部

主
催
の

「飯
山
南
敬
老
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

人
生
１
０
０
年
時
代
と
言
わ
れ
、
誰
も

が
住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ
で
心
豊
か
に
生
活

で
き
る
、
健
康
長
寿
社
会
づ
く
り
を
目
指

す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、
地
域
の
発
展
に

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
高
齢
者
を
た
た
え
る

た
め
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
市
か
ら
助

成
金
を
得
て
敬
老
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
年
は
も
の
ま
ね
タ
レ
ン
ト
美
川
憲
二

さ
ん
を
お
招
き
し
て
の
シ
ョ
ー
で
す
。
語

り

・
歌

・
衣
装
と
美
川
憲

一
そ
っ
く
り
に

ビ

ッ
グ
リ
。
会
場
は
驚
き
と
笑
い
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

も
の
ま
ね
は
他
に
小
林
旭

・
秋
川
雅
史

・

堀
内
孝
雄

・
五
木
ひ
ろ
し

・
小
林
幸
子

・

八
代
亜
紀
な
ど
。
約
１
時
間
に
亘
り
１６
曲

を
熱
唱
、
皆
を
魅
了
し
ま
し
た
。
ア

ト

ラ

グ

シ
ョ
ン
後
の
会

食
で
は
、
久
し

ぶ
り
に
会
う
顔

に

話

が

は
ず

み
、
心
和
む
ひ

と
と
き
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

Ч
輩

簿山面憬

と

エ

娑＼
一絲

に
■
帯
１‥ェ

,

決」A否川景
飯山支店

TEL 0877‐ 98-3263
FAX 0877‐ 98‐6995

丸亀市飯山町下法軍寺545‐ 1地域社会の皆様と共に

営業時間/

丸亀市綾歌町栗熊東

TEL 0877‐ 86‐3666

◎株あ
きもの と帯

丸亀市飯山町下法軍寺691-6

oo01 20B07日8848
9:30～ 19:00 火曜日定休

http://www.hayashiya― group com/
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保
健
師
の
健
康
相
談

〒
込
不
翌

【内
容
】血
圧
測
定
・検
尿
・体
組
成
測
定

【日
時
】
１２
月
１８
日
（水
）

９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

【場
所
】第
２
会
議
室
　
　
【対
象
】市
民

【準
備
】
お
持
ち
の
方
は

健
康
手
帳
・健
（検
）
診
結
果

【間
合
】市
健
康
課
　
ａ
２
４
１
８
８
０
６

地
区

一
斉
清
掃

箇
内
の
環
境
美
化
推
進
運
動
に
よ
る
環
境

づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【期
日
】
１２
月
１
国
（日
）

【場
所
】道
路
・川
・公
園
な
ど

自
治
会
内
の
区
域

生
一た
）
習

ク
ラ
ブ

砥
ヅ
ダ
ン
ス
教
室

「ア
ロ
ハ
フ
ラ
マ
カ
ニ
」

シ
ニ
ア
の
方
を
中
心
に
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
ハ
ワ
イ
ア
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ツ
ク

を
聞
き
な
が
ら
ゆ
つ
た
り
と
踊
り
ま
す
。

初
め
て
習
う
方
！
ぜ
ひ
私
た
ち
と

一
緒

に
踊
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

【日
時
】
毎
月
第
１
・３
火
曜
日

‐４
時
～
１５
時
３０
分

【場
所
】東
小
川
児
童
セ
ン
ダ
ー

多
目
的
室

【会
費
】
月
１
５
０
０
円

【申
込
・間
合
】藤
井

〓
一千
代

あ
ん
な

工
|

ル

∽

/1ッ

をi

しⅢ

V

コ

r,

‐
‐

一コ
「９
４
コ
コ
］
雪
０
コ

・１
‐

法
の
郷
に
こ
に
こ
会

【国
時
】
１２
月
２‐
日
（土
）

１０
時
～
１１
時
３０
分

【場
所
】多
目
的
室

【内
容
】
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏

～
美
し
い
音
色
で
癒
し
の
ひ
と
と
き
を
～

参
加
自
由
で
す
。奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

元
旦
４
社
め
ぐ
り

お
め
で
と
う
ウ
オ
ー
ク
２
０
２
５

【日
時
天
羽
和
７
年
１
月
１
日
（水
）

午
前
６
時
３０
分
集
合
（小
雨
決
行
）

【場
所
】
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
ダ
ー

【参
加
費
】
１
０
０
円
（保
険
料
）

【行
程
】
４
社
（王
子
神
社
・八
坂
神
社
・

八
幡
神
社
・讃
留
霊
王
神
社
）
巡
り
と

大
窪
池
で
初
日
の
出
（約
５
Ｋ
ｍ
）

飯
山
υ
母
子
憂
育
班
だ
よ
り

も
も
Ｐ
」
広
場
『お
正
月
飾
り
』

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
新
し
い
年
に
向
け

て
、楽
し
く
ワ
イ
ワ
イ
寄
せ
植
え
づ
く
り
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

【日
時
】
１２
月
２５
日
（水
）
１０
時
～
１１
時
３０
分

【場
所
】
ふ
れ
あ
い
交
流
室

【参
加
費
】
１
０
０
０
円
（当
日
集
金
）

【募
集
人
数
】
１５
家
族

【申
込
】
１２
月
８
国
（日
）
ま
で
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
ダ
ー

金
９
８
１
２
２
０
０

飯山南
′Jヽ学校 学校花壇の植え替え

飯 山
こども国

野菜も虫たちも
大きくなあれ

港動日:10月 24日 (木)   場所 :飯山南小学校
参加者 :児童 (緑化委員会)・
地域支援ボランティア・保護者・教職員

10月 24日 (木 )、緑化委員
会の児童 11名が地域学校支

援ボランティアの方々と一緒に

「学校花壇の植え替え」を行い

ました。南小学校のシンボルと

なる花壇に色とりどりのパンジーやビオラが植えられ、学

校が一段と華やかになりました。この時期、毎年行つてい

た活動が、今年は児童とボランティアさんとの協働で行う

ことで、より豊かな交流の時間となりました。どの児童もい

つも以上に意欲的に活動でき、達成感を感じた様子でし

た。「来年も是非ボランティアさんと一緒に活動したいな」

と、思い出深いひとときとなりました。これから、春までに

どんどん咲き誇り、全ての子どもたちの心に潤いを与える

素敵な花壇となっていくことと思います。

自分たちで

育てている冬 ヽ
1

野菜が、少しずつ大き

くなってきました。革抜

きや水やりをする中で

ブロッコリーやキャベ

ツ、自菜の葉つぱに穴

が空いていることを発見。「なんでやろ」と不思議に思いよ

く観察してみると、なんと葉つぱの裏に幼虫が。「この虫が

食べよんや」と、すぐに取り除くも次から次へと幼虫たちが

現れます。『葉つぱからよけるだけでは、また葉つぱが食べ

られる』と気付いた子どもたちは、幼虫たちを野菜から離

れた場所に移動させ、そこにお家を作ることにしました。

『虫に食べられずに大きく生長してほしい』『幼虫にも元

気で大きくなつてほしい』という双方を想う気持ちから、い

ろいろと考える子どもたちの姿に感心するとともに、温か

い気持ちになりました。

子どもたちの願いが届

きますように。

野菜も虫たちも大き

くなあれ。

ξ t'

エール
〈〈く Yett 〉〉〉

た ● 5r【 、

■て
'
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躍
動
す
る

は
ん
な
ん

。
歴
史
探
訪

・
不
易
流
行

皆
さ
ん
は
「よ
し
む
ら
農
園
」
と
い
う
名

前
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
お
近
く
の
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
マ
ル
シ
エ
で
、
見
た
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
有
機

野
菜
の
栽
培
・販
売
を
行
っ
て
い
る
農
園
で

す
。
安
全
で
美
味
し
い
野
菜
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。

当
農
園
は
、
２
０
０
４

年
に
ま
っ
た
く
の
非
農
家

で
あ
っ
た
現
代
表
が
、
△
ム

社
を
中
途
退
職
し
て
ゼ
ロ

か

ら

ス

タ
ー

ト

し

ま

し

た
。
有
機
農
業
は
、
自
然

の
力
を
蓄
え
た
土
づ
く

り
、
一田
の
自
家
育
苗
、
栽

培
、包
装
、
さ
ら
に
売
り
先

も
自
分
で
開
拓
し
な
け
れ

」
Ｅ
Ｅ
み
み

盤
動
す

石

は
た
な
た

一

「本
来
の
子
ど
も
た
ち
に

の
こ
し
た
い
農
業
を
」

よ
し
む
ら
農
園

i賀称ヽ二
十展囲
お
tギ ,購

OttGANIC

鶴 w/

f ,Ⅲ 与

ば
な
ら
ず
、
創
業
当
初
は
苦
労
し
ま
し
た
。

２
０
１
０
年
に
は
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
を
取
得

し
、
２
．
フ
陥
（東
京
ド
ー
ム
の
約
半
分
）の
畑
で

年
間
お
よ
そ
８０
種
類
の
野
菜
を
栽
培
し
て

い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
有
機
農
業

で
の
四
季
折
マ
の
野
菜
栽

培
を
通
し
て
自
然
の
営
み

を
感
じ
、
由辰
園
の
仲
間
や

お
客
様
、近
隣
の
方
々
、他

の
農
家
の
皆
様
等
と
の
コ

ミ
二
三
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り

な
が
ら
、
楽
し
い
農
業
を

心
が
け
て
い
ま
す
。
幼
稚

園
児
の
栽
培
収
穫
体
験
サ
ポ
ー
ト
、中
学
生

の
職
場
体
験
サ
ポ
ー
ト
、
フ
ジ
グ
ラ
ン
丸
亀

店
と
コ
ラ
ボ
し
た
「子
ど
も
た
ち
と
の
食
育

プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
」な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

飯
山
町
で
は
、
自
分
で
野
菜
を
栽
培
し
て

食
べ
て
い
る
方
が
比
較
的
多
い
よ
う
で
す

が
、
よ
し
む
ら
農
園
の
野
菜
も
地
元
の
方
に

ぜ
ひ
食
べ
て
み
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
規

格
外
の
野
菜
も
乾
燥
野
菜
に
す
れ
ば
Ｓ
Ｄ

Ｇ
Ｓ
に
つ
な
が
る
う
え
に
、
非
常
食
と
し
て

も
活
用
で
き
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
で
の
販
売

は
も
ち
ろ
ん
宅
配
や
直

売
も
人
気
で
す
。
曲辰
園

で
そ
の
日
と
れ
た
野
菜

を
お
買
い
求
め
い
た
だ

け
ま
す
。
１
～
２
日
前

に
連
絡

い
た
だ
け
れ

ば
、小
∈
希
望
の
野
菜
も

準
備
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ

お
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

よしむら農園 回1・'狙 9｀■■

飯山田丁東ノ」ヽサ||フ 25

a 98‐ 0186
Fax 85-フ 815

〈ホームページ〉

鸞

守乖
'お
議 !とヨ

《
三
崎
神
社
》

●
荘
内
半
島
の
先
端
に
立
つ
三
崎
神
社
！

■
「拝
殿
の
御
姿
」０ 【

讃
留
露
王
伝
承
葦
■
報
・１
ズ

ｖｏ‐豊
　
　
車乗
島

和
茂

【讃
留
霊
王
伝
承
の
神
社
】

◎
香
川
県
内
鎮
座
十
五
神
社

◎
三
崎
神
社
【シ
リ
ー
ズ

Ｎ。
・２４
十
五
十
①
】

仝
一蔽
暉
椰
掛
紫
み
さ
き
じ
ん
じ
や
し

鎮
　
座
　
地
　
香
川
県
三
豊
市
詫
間
町
生
里
１
１
４
０
番
地

数
不　
　
　
神
　
大
己
貴
命
（お
お
な
む
じ
の
み
こ
と
）

又
の
名
・大
國
主
命
。大
物
主
命
と
も

神

社

由

緒

０
讃
留
霊
王
創
建
の
神
社

庄
内
半
島
の
突
端
に
位
置
し
こ
こ
海
上
は
航
行
の
大
難
所
で

０
讃
留
霊
王
が
こ
の
地
に
至
っ
た
時
、
一二
老
翁
が
現
れ
て
上
筒

水
重
命
。中
筒
水
重
命
・底
筒
水
重
命
と
名
乗
り
、我
は
海
上
を

守
る
と
い
っ
て
消
え
た
。

０
護
留
霊
王
が
祠
を
建
て
た
の
が
神
社
の
起
源
。

参
考
文
献
名
香
川
縣
神
社
誌
■
発
行
所
香
川
縣
神
職
會
　
昭
和
十
三
年
十
二
月
一日

発
行
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ふ
　
え
　
き

り
ゅ
う

こ

つヽ

～
価
値
あ
る
体
験
と
表
現
～

「百
間
は

一
見
に
如
か
ず
」
と
い
う
諺
が

あ
る
。意
味
は
、
≡面
葉
で
何
か
を
説
明
さ
れ

る
よ
り
は
実
際
に
見
て
、触
れ
て
、体
験
す

る
方
が
理
解
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
特
に
小
学
校
低
学
年
時
期
は
五
感
を

通
し
て
物
事
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ

っ

て
、さ
ま
ざ
ま
な
概
念
を
体
得
し
て
い
く
。

み
ち
ひ
ろ
さ
ん
家
族
は
、
長
期
休
み
を

利
用
し
て
家
族
旅
行
に
出
か
け
て
い
る
。

し
か
も
み
ち
ひ
ろ
さ
ん
の
調
べ
て
い
る
ゴ

リ
ラ
が
い
る
動
物
園
を
旅
行
行
程
に
組
み

込
ん
で
い
る
の
が
印
象
的
で
あ
る
。
訪
れ

た
動
物
園
の
空
気
感
、ゴ
リ
ラ
の
表
情
、
飼

育
員
の
動
き
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
直
接
体
験

が
彼
の
五
感
を
奮
い
立
た
せ
、
観
察
し
て

気
付
い
た
こ
と
を
リ
ア
ル
な
表
現
で
ま
と

め
て
い
る
。
ま
た
、体
験
を
通
し
た
ゴ
リ
ラ

に
関
す
る
疑
間
は
、
動
物
園
関
係
者
に
そ

の
場
で
直
に
尋
ね
、
解
決

で
き
る
場
が
あ

っ
た
こ

と
も
ゴ

リ
ラ
研
究
を

深
め

て
い
く
要
因

で
あ

っ
た
と
思
わ

れ
る
。

つ
づ
く

（三
谷
秀
樹
）

ヽ

ｒ

ｒ

，

4



0魅力ある法の郷らしさ
ぶ。
(｀
~no― s。と。

スローガン  みんなで育てる住みよいまち法の郷
l地域づくり 2環境 1呆持  J法の狙8公園
4ま ちライブラリー ら法の狙Π食堂班  6活用班法

の
郷
づ
く
り

・
ふ
れ
あ
い
交
流
室

瑳あ押ド
づくり

/防災 S防 3E,交通安全

コミュニテイが

すすめている

取り組みを

お知らせします。

防災部

防災訓練

12月 15日 (日 )、法の郷公園で防

災訓練 (上法軍寺)を行います。

AED・土嚢積み方、ジヤッキの使い

方の体験および避難用品確認、簡易

ベッド、テント、トイレの紹介。

0高齢者対策 )0児童。子育て支援

卜|,健康づくり推進事業 '運動習慣づくり
1食生活の改善 

“

心の健康づくり

■学校支援 F生涯学習
ウ地域づくり支援 1東 BWil児童センター支援

・ 法の郷いきいきまつり
●コミユニテイだより、ホームページ

●コミュニティセン

`ア

ーと法の郷公園

翻 鶉 防災部

年末警戒パ トロール

冬季で空気が乾燥し、火災が発生

しやすい時期です。身の回りの火災

予防を徹底し、年末年始を過ごしま

しよう。

42月 26・ 2フ・28日「法の郷号」で

地域をパトロールします。

福祉部

一人暮らし友愛訪問

「おはぎ配食サービス」

11月 22日 (金 )、 70歳以上の一人

暮らしの方へ、食改さんが

心をこめて作つたおはぎを

お届けしました。

12月 4日 (水 )

高齢者ふれあいの集い

「日本舞踊」や参加者皆様との交

流、0改さんの手作りのお料理をお
楽しみください。

(対象の方にはご案内済です)

昭

∩・4M 昭
ぎ

健康づくり推進委員会

11月 20日 (水)

文化育成部

凧作 り

慶
―

第3回健康講演会「健康体操J   12月 4日 (水 )、飯山南月ヽ学校の
凧作り教室のお手

伝いをします。

完成後には運動

場で凧あげです。 碇

一 藝
］

0
を

12月 lよお体みです

5

12月 18日 (水)10時 30分～41時
『紙芝居や大型絵本を楽しもう』
～読み間かせとグラフト～

12月 12日 (木)10時 30分～11時30分

12月 21日 (土 )
10日寺30分―″1lB寺30分
『て/Sヾくろグマちやんを作ろう』

募集人数 :10名 (予約制)

参 力□費 1110円

12月 21日 (土)11時 ～11時45分

予約制のイベントはコミュニティセンターまでお申込みください。コミュニティセンターのホームページにンS、れあい交流室だよりJを掲載しています。
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0ともに支え合い健やかに暮らす

0健 康とスポ…ツで元気いつぱい

0“楽しい "が見つかる子育てと文化

0市 民参加情報まるごと発信

●′S、らっと Tea Time～小物づくり～

みなさんと一緒に楽しい時間をすごしませんか

ご近所さんやお友達とお越しください

42月 12日 (木 )   ..

プ稽 :ζτO円  輯 頂 離 ■
.I工

=
締切り:12月 6日 (金 )

9時半～ 10時半の Fテ干弓催になります
地元農家さんの新鮮野菜・

多肉植物・季節の飾り物など

0パンの販売〔にじいろベーカリー〕

12月 18日 (フ」く)
11時～

導
静

鬱

I「
F¬q

●朝市・フリーマーケット l
12月 24国 (上 )
今月は都合により

活
　
用

班



げ  ヽ  式
'ギ

齢 宝赤〒ゃた
●応斗メールア トレス

hannan・ c@mf pikara.ne.ip

にんじんしりしり

にんじんは緑黄色野菜の代表格で

ビダミンAが豊富です。

宝
赤
ち
ゃ
ん

。
健
康
ゲ
ツ
ト

・
フ
オ
ー
カ
ス

・
法
の
郷
人

■

■材料 (2人分)

にんじん ¨̈ ……

J層  …・―・・・・・・・い

∝ま油…………

■作り方

1与: 

⑥
l

しょうゆ

砂糖 ・

酒 …・

ｇ

　

ｇ

　

Ｓ

６

６

０

0にんじんは千切りにする。卵は溶いておく。
②フライパンにごま油を引き、溶き卵を加え
パラノヾラに炒め、[lllに取り出す。

0フライパンににんじんを入れ、火が通つたら
②と⑥を入れ、炒める。

山田 悟さん

≪}CUS・フlJス

・フリーマーケット

いらっしゃいませ !

毎月一度のフリーマー

ケットです。「何かいいもの

は…・」と鵜の目鷹の国で

品定めするお客さん。
「あっ、そこです、ありまし

た」おいしそうな野菜たち

が並んでいます。
ついさつきまで畑にいましたという顔で、「食べて、

食べて」と言つてるような旬の野菜たちです。

担当の高井さんや西村さんにお聞きすると、ここの

野菜は農家さんたちと直接契約しているので、旬の

野菜が早くしかも安く提供できるんだそうです。だか

らおいしいんですね !

それで、なんと言つても一番の押しは、アスパラだ

そうですよ。大手のスーノヾ―と同じ品ぞろえにはなり

ませんが、旬の野菜をより安くよりおいしく提供して

います。

No.

051
川井団地自治会

取材の前日に5輪咲いたという月下美人をはじめ庭

を埋め尽くすほどの鉢植えの蘭。その世話が、日課だと

いう山田さん。86歳です。

友達の影響で20歳頃から洋蘭を育て始めたそうで
す。カトレア、デンドロビウム、オンシジウムなど。昔、県

の蘭展で四国新聞社賞を受賞したとか。毎年植え替え

て大切に育て、花が咲けば玄関などに飾るそうです。

また、犬も大好きで全ての世話を。犬 (太ちゃん)が中心

の生活で夫婦の会話が弾むとか。

自治会長だつたフO歳の頃から約 10年間、文化育成

部で南小の子どもたちに、野菜作りや昔遊びなどを教

えるボランティアも。仲間ができ、小学生からは元気を

もらい若返つたと。

これからも、毎日朝夕1日寺間のウォーキングを欠かさ

ず、200鉢以上の多肉植物を育てている奥様と共に、
動植物の世話を続けたいと話されました。

す.☆ ふテ々 i 八 r
ゞ

４
．
メ

彰綽床ゲツト

iと と

東Jヽ川郵便局

0877口 98日2912

囲 圏

Ｖ
ユ
世
居

常
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こせんたト ёrノ

寺井義弘 さん

]｀
こ,

し

丸
亀
市
健
康
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

令
和
６
年
度
医
療
機

関
で
の
が
ん
検
診
は
１２

月
末
日

（診
療
時
間
内
）

ま
で
で
す
。
胃
が
ん

。

大
陽
が
ん

。
乳
が
ん

。

子
宮
頸
が
ん

。
前
立
腺
が
ん
検
診
の
対

象
の
方
で
、
ま
だ
受
け
ら
れ
て
い
な
い

方
は
、
検
診
実
施
医
療
機
関
へ
予
約
の

う
え
、
早
国
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
５

月
送
付
済
み
の
受
診
券
を
紛
失
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
健
康
課
で
再
発
行
し
ま

す
の
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。
早
期
発
見

の
た
め
に
、
定
期
的
に
が
ん
検
診
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

９
月
吉
日
、
八
坂
神
社
参
拝
□
の
鳥
居

横
に
八
坂
神
社
社
標
柱
を
建
立
、
寄
進
者

藤
原
石
材
工
業
所
藤
原
義
明
さ
ん
、
山
□

富
司
ほ
か
富
総
代
等
関
係
者
が
参
列
し
て

除
幕
式
を
行
い
ま
し
た
。
社
標
柱
は
、
土

台
を
含
め
て
高
さ
２

・
９
８
ｍ
、
幅
４３
Ｃｍ
ヽ

奥
ゆ
き
ジ
ｃｍ
と
大
き
く
、
愛
媛
県
大
島
産
の

美
し
い
御
影
石
。
正
面
上
部
に
神
紋
で
あ
る

「唐
花
木
瓜
紋
」
と
楷
書
体
で
八
坂
神
社
と

力
強
く
鮮
や
か
に
彫
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

参
拝
者
を
あ
た
た
か
く
迎
え
て
く
れ
る
こ
と

で
し
よ
う
。

生
活
だ
よ
り

会
長
表
彰

多
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し

て
社
会
福
祉
の
増
進
に
言
齢
いさ
れ
た
功
績
を

称
え
、表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞

一
般
財
団
法
人
全
日
本
交
通
安
全
協
会
よ

り
、交
通
栄
き
一星
早
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

高木 勤 さん

健

康

だ

よ

り

5日 (本)・・・親子体操
トライアングル《子育て相談》(要申込)

(子育てひろば「たんぽぽ」と共催)
11日側()…避難。消火訓練
19日 (木)。・ツボ押しと体操
21日 (土)・ "ファンタジー(會l作紙芝居》
22日 (日)…ふれあい交流会(要申込)
25日 ωく)…移動図書館かめまる号がやつてくる

28日 (土)・…児童センダーをきれいにしよう

●年末年始の体館日:12月 29日 (日)～ 1月 3日 (金)

【1月初めの行事予定】
e日は )…避難・消火訓練
11日 (土)…図書館うさぎ。つくつてあそば!!

E024,Decem♭er

八
坂
神
社
社
標
柱
を
建
立

無
意
識
の
偏
見

（ア
ン
コ
ン
シ
ヤ
ス
・

「若
い
か
ら
○
○
」

だ
か
ら
○
○
」
「子
ど
も
な
ん
だ
か

ら
○
○
」
若
い
か
ら
何
？
大
人
だ

か
ら
何
？
子
ど
も
だ
か
ら
何
つ
そ

れ
っ
て
た
だ
の
決
め
つ
け
じ
ゃ
な
い

の
か
な
。
人
々
は
変
な
縛
り
に
く

く
ら
れ
て
い
る
。　
一
度
そ
の
縛

な
く
し
て
み
て
は
？

舎
交
番
だ
よ
出

住
宅
対
象
侵
入
窃
盗
に
注
意

昨
◆
、
丸
亀
市
内
で
住
宅
対
象
の
侵
入
窃

盗
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

犯
人
は
、
家
人
が
不
在
の
時
や
就
寝
中
の

時
を
狙
っ
て
侵
入
し
て
く
る
た
め
、
住
宅
に
侵

入
さ
れ
に
く
い
環
境
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

犯
人
が
嫌
う
の
は
「人
の
目
。音
。光
・侵
入

の
時
間
が
か
か
る
こ
と
」
で
す
。

対
策
と
し
て
は
、

□
玄
関
ド
ア
や
窓
等
は
必
ず
施
錠
す
る
。

□
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
。

□
防
犯
砂
利
を
敷
く
。

ロ
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
を
設
置
す
る
。

□
破
壊
さ
れ
に
く
い
強
度
が
高
い
窓
ガ
ラ
ス
を

設
置
、ま
た
は
窓
に
面
格
子
を
取
り
付
け
る
。

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

大
切
な
財
産
を
守
る
た
め
、
防
犯
対
策
を

見
直
し
ま
し
き
つ
。

丸
亀
警
察
署
盆

２
２
１
０
１
１
０

警
察
相
談
電
話
盆
♯
９
１
１
０
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ω

掲載ページ

凸
パンの日

Lw
かめまる号

>E=
青パト巡回日 カ

レ
ン
ダ
ー

・
地
域
の
様
子

暮
お

10 ・ 地区一斉清掃 0

20 休館日
・ あいさつ運動 (ふれあい交流部)

3●

40 ・ 高齢者ふれあいの集いD
・ 南小凧作り教室o

50 ●三本松コミュニティセンター視察研修来訪

60

70 ・「私の健康アップ達成者」野菜渡し

8Θ ・ 健康ウォーク・ペタン
`7

90 休館日

10● ・「健康チャレンジ四国を歩こう」提出締切り

110

126 ●バ、らっとTea TimeD

130

140

尋るΘ・ 防災訓練 (上法軍寺)0●にじいろカフェ紅山

160 休館日

18o

19●

>E〔    20(3 ・ 介護予防のための体操教室

・ いきいき講座  ・ 健康相談ロ
●ライブラリーのおねえさんといっしょ0

●にこにこ会口 ・ 法ちゃんくらぶ 0
・ 朝市・フリーマーケット0

17●

出

〕』己《

'Eて

>』己<

21o

量2〔Э・ コミュニティセンター大掃除

231〕 休館日

24●

250 ●ももつこ広場 0

26●

'E〔
    27(多

lw    28 0 ・ 仕事納め

盤9《藝

301〕 ・ 年末年始の休館日

～1/3まで

31●

令和7年

1/1罐鬱・元旦4社めぐりおめでとうウォーク電区い

８
月
８
日
、
日
向
灘
を
震
源
と
す
る
マ
グ
二

チ
ュ
ー
ド
ア
・１
の
地
震
が
発
生
、内
閣
府
で
は

同
国
夕
方
、大
規
模
地
震
発
生
の
可
能
性
が
平

常
時
に
比
べ
て
相
対
的
に
高
ま
っ
て
い
る
と
し

て
、南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
を
出
し
、　
一

週
間
後
に
解
除
さ
れ
ま
し
た
。
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
は
３０
年
以
内
に
乃
～
８０
％
の
確
率
で
発

生
す
る
で
あ
ろ
う
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
内
最
大
の
被
害
が
想
定
さ
れ
る
巨
大
地

震
は
、
四
国
沖
か
ら
「南
海
地
震
」
、
「東
南
海
地

震
」
、
「東
海
地
震
」
の
三
つ
の
地
震
が
あ
り
ま

す
。
一∝
れ
ら
の
地
震
は
１
０
０
年
か
ら
１
５
０
年

ほ
ど
の
周
期
で
同
時
に
、あ
る
い
は
別
々
に
発
生

し
て
き
ま
し
た
。

平
成
７
年
、
阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、
亡
く

な
っ
た
人
の
約
９
割
が
建
築
物
の
倒
壊
や
家
具

の
転
倒
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
全
、半
壊
住
宅
の

多
く
は
建
築
基
準
法
の
耐
震
基
準
が
改
訂
さ

れ
た
１
９
８
１
（昭
利
５６
）年
以
前
の
建
築
物
で

し
た
。
新
耐
震
基
準
は
、
「震
度
５
強
程
度
で
は
ほ
と

ん
ど
損
傷
し
な
い
≒
震
度
６
強
～
ア
に
達
す
る

程
度
で
倒
壊
・崩
壊
し
な
い
」
、
つ
ま
り
、耐
震
性

が
不
十
分
な
住
宅
と
は
、主
に
新
耐
震
基
準
導

入
以
前
の
建
物
で
、
そ
の
後
補
強
さ
れ
て
い
な
い

住
宅
で
す
。

旧
耐
震
の
建
物
で
診
断
を
受
け
よ
う
と
思
う

方
は
、丸
亀
市
都
市
計
画
課
住
宅
担
当
へ
相
談

し
ま
し
ょ
う
。
市
で
は
、
要
件
を
満
た
し
た
建
築

業
者
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
す
。
地
震
被
害
に
備

え
ま
し
よ
う
。

次
号
に
つ
づ
く
　

（文
責
　
進
　
和
彦
）

石ヽれあいブ¬レングー 12月

i和ら年

rED卜
i卜 | |ヽ TIt!∴ LE卜「1声「

〔発行・編集〕

飯山南コミュニティ広報委員会

https://hannan‐cttnet/

飯山南コミュニティセンダー
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■
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